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竪型癖化水槽によるアイナメ卵の僻化試験
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{ま じ め !こ

~ f 本種の卵は，沈性粘着卵であり，卵同志がくっついて卵塊となるo 自然、海では岩礁面に産卵され，

卵塊は，ハリガネ・テングサ等の海藻，あるいは樹状のコケムシ等にからんでいるo このような卵は，

~ 分離卵に比べて卵期の管理が難かしいと思われるが，さらに，$j!化まで約 1カ月間の長英語間を要する

ことも解化状況を悪くしているようである。

~ 丹下・竹田(1968 )は， 1升ピンを利用して吹き上げ式で卵第を管理することを試み，また，草刈

・森(1973 )は，アトキンス式購化器と同様。な水の流をもっ勝化器を試作し， 卵を癖化盆に付着させ

て卵管理を試みた。しかし，前者では，解化率が 30- 80 %と非常に不安定であったことを報告して

いる。後者は，大量の卵を管理できる点で優れた方法であるが，解化状況が悪かったようである。

我々 は， '72年と'73年に採卵したことがあるo 卵は，約 8111111角の目の黒色の合成樹縮製網に手で押し

拡げながら付着させ，同時に受精させたo 卵は数層の板状になった。この網を， 10t容の布製の水槽

につり下げ，あるいは，試作した塩化ピニール製癖化器に収容して適当な大きさの木製水槽に入れ，

~ i 水を流した。後者については，数日毎にマラfカイトグリーンを適当量溶解して流し水生菌の発生を防

弘 事 止した。受精率がよいこと，さらに発限状泌も非常によいことを確認したが，発限以後死卵が増加し，

解化に到らなかった。

自然海では，卵塊は，海水の動きにより常時洗われていると思われるが，今回は， 1倒 lf闘の卵が

2 退 常に海水で洗われるようえE状態にすることと大量の卵を管理することができることの Z点を考慮して，

竪型解化水槽によるアイナメ卵の癖化試験を行なったo 好結果が得られたのでここに報告する。

なお，この竪型癖化水槽は，江口・他(1958 )が，ニジマス卵の癖化と癖化稚仔の館育用に試作し

た簡易竪型癖化音寺を基にして試作した。

この試験は，昭和 50年度指定調査研究総合助成事業の中で行なった。

報告に先立ち，解化盆資材の選定と入手に御協力いただいた道立水産解化場研究員岡田鳳二氏，資

試 E 材を提供していただいた東京ファイパ グラス株式会社ならびに佐藤装備社に対して傑く謝意を表す

る。また，同様の御協力をいただいた本県内水面水試主任研究員立花一正・研究員石川l季児の雨氏，
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御校関をお願いした当水試噌殖部長秋元義正氏に，深く謝意を表するo

i

l
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および方法

C昨で， コンクリートバネル合

試作した解化水槽は，図 11こ図解)115三ヴエどで115LM， ノ…げサン

?古官J江E;r2寸f日:つ:r?τ;え:r。)f立21亡lt1::，スねじを打った。?槽全面に速乾性フタル酸合成樹脂塗料の黒

日伝説;μif広告沼田日立
周囲の水も常に交替するように同るo 解化水?で蓋印たo

刑仰盆p吋の
グラスプ 7イパ一製のグラスロン

ヴ司ロ (煮沸後網状に拡げたもの〕

iLゲノカツラ (乾燥したもの〕

材料

B枚である。

帰 化 盆

B枚，

15日

一

~\E 
穴D直径6

水圧抵抗領

現時化盆白収容状況

瞬化盆

緋水

コ~7-

ト̂ γ

図面平

蓑

-~ 0-

竪型鱗化水槽図図1. 



図2. 用いた鮮化往

左上:ポリエチレン製網，右上:グラスファイパ 製のグラスロン布地(2種)

左下:シュロ，宿下:ヒカゲノカツラ

海からポンプで揚げられた海水は，ろ過糟で砂ろ過される。この海水を，図 Bに示したように簡単

な謀気装置で爆気い貯水槽を通して癖化水槽流入口に落としたo 流量は， 1分間に約10gであった。

揚水ポンプの故障あるいは砂ろ過槽の自動逆洗浄等によれ海水が止まることを考慮、して，通気もし

た。

勝化水槽の装置は， 2組作ったo 一方は，上記通りの海水を流いもう一方は，謀気の前に紫外線

を照射した海水を流したo 東芝殺菌灯GWO-3021 P (三相 200V，30WのGLランプ Z本)を使用し，

12月27日以降，連続照射を行なったO

係卵は， 1975年12月22日と 23日に行なったo 22日は， 当場の室内水槽で飼育していた倒体生尾か

ら， 23日は，福島県請戸漁港市場において，刺網で漁獲された活魚4尾から採卵したo 全て搾出法に

て行ない，総量4万から 4万 5千粒を採卵した。

-+ 

図3. アイナメ卵の管理状況
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これらの卵は，ポリエチレン製網とグラスロン布地の解化盆では，手で押し拡げて一層の卵板上に

い他の Z種の盆では，できるだけ分散させたo この後に，精液を含ませた毛筆にて媒精し，海水を

と;??;ffLfZEfif:ifffLLf;hLLぷ::22;;;:;72
た布で拭ι 解化盆も乾いたものを用い，媒精するまで卵に水がつかないよう，十分な注意を払ったo

tE121;tiz:z;12f，を243h調べたo 3つの癖化盆について，死卵，未受

精卵を計数し，全卵数を概算して発眼率を算出したo 受精36 日後の 1 月 28 日 I~ ， 請戸で採卵した卵の

一部を勝化させたo 解化盆を約 5分間室内に置いた後，海水を張った木製水槽内に入れて癖化させた。

このうち，グラスロン布地の I盆を，直ちに10%のホルマリン液で固定し，解化率を調べた。

飼育期間中の瞬化水槽の水温は， 8・4
o-n・4

0

Cであった(図 4) 0 

結果および考察

卵の性質および受精卵とその環境 自然海では，岩礁に産卵されるようだが，卵塊は，テングサ・

ハリガネ等の海藻およびコケムシ等にからんでいるようである。解化までに約 1ヶ月間を要するが，

卵塊は，常に潮流および波浪により洗われて，卵塊内部も非常に好適な状態であると予想されるo

産出された卵は，ジエリー状物質でおおわれているo この物質は間もなく溶解するが，平行して卵

の粘性が生じ卵塊を形成するo 搾出卵の観察では，ジエリー状物質に水溶状のものとやや弾性があり

前者より溶けずらいものの Zつの状態のジエリー状物写があるようでそるo

搾出した卵塊を板上で拡げて放置すると，間もなくフじの仏態の卵境い戻る。ジエリー状物質は，産

卵された卵が分散しないようにー塊りに保持する役目をしているようであるo産卵された卵団は，一

つの卵塊になろうとする性質があるが，自然海では，海水の動きにより卵塊全体が緩みのある多孔質

の状態になるものと思われるo これに加えて，やや弾性を示すジエリー状物質は，卵境の中央域に位

置するようであれこのものは，海藻，コケムシ等にからんで外形ができた後に溶解すると推測され

るo つまり，卵塊の中央部域が多孔質あるいは空洞となる(図 5)。

以上のことから，自然海では，卵塊内の海水の交流がよく，卵塊の内部の卵も常に海水で洗われる

非常に好適な環境下にあると予想される。

卵の発生経過の概要 12月訪日に受精させた卵の発生経過は以下の通りであった。

受精後日日 怪全長約 8・8間 レンズが限盃に落ち込んでいく。

水

('C ) 

15 

l0t~ρ吋v、

51%2 月 Xo Yzo AO (旬}

月 日

図4. アイナメ瞬化水槽の水温変化
昭和 50~ 12月22日から昭和 51年 1月 2g日まで
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受精後 9日 レンズが完全に落ち込み，心臓が持動し，尾端が卵黄上から分離した。体動がわずかに

認められた。

グ 10日 体動が活発になったo

グ 12日 体表に黒色素が見られ，網膜がわずかに黒色を帯びた。

。14<日 Iff全長約4・2棚 網膜全体が薄黒色安呈し，腹面と背面に黒色素胞があり，血液は赤い。

グ 19日 匪全長 5TltTlt余り，筋節数40数個 目は黒く，膝全体がわずかに青緑色を帯びていた。

グ 24日 匪全長 6棚網膜のグアニン色素の沈着が顕著であった。

グ 29日 勝出稚仔全長8.1- 8.3棚卵黄傭 1Tlt1l!弱卵は， 30分間震還により 11倒中 91閥解化し，

残りの 2倒も10%ホルマリン液に投入直後解化した。

11 32日 勇軍出稚仔全長8.5- 8.7鵬 卵黄幅約0.8T1t1l! 館、蓋に黒色素胞が出現した。

グ 35日 解出稚仔全長8.9- 9.0胴卵黄幅約0.6閥尾部の両体側に黒色素胞が出現した。

グ 36日 排出稚仔全長9.0-9.1閥解化させた。

発限と購化の状況図 6-9に発限卵の状態を示した。いずれの資材の卵も，卵膜表面は非常にき

れいであった。発限率は， 82 - 91 %と算出された(表 1)。

解化時期の卵の状態を図 10-13に示した。発限期に透明であった未受精卵は，不透明な白褐色の

卵になれ卵膜表面には，動き回る原生動物が若干見られた(図 14)0 発目艮卵に比較して非常に汚れ

た印象を与えるが，これは，怪体の黒色素胞が発達しているためである。卵膜表面には，付着物はほ

とんどみられなかったo 癖化は，癖化盆を軽く動かすだけで容易に行なわれた。癖化に約 1時間をか

けたが， 15分間程度でほとんどの卵が癖化した。旋回等の異常行動をとる稚仔は全く見られず，健康

な解出稚仔を得た。解化率は， 1興事化盆の数値であるが， 83%と算出された。他のものも同じ様に非

常に良好に勝化した(図 10， 15 ， 16 )。

癖化盆をとり出す時に癖化水槽の水を適当量抜くが，この刺激により癖化槽内の卵もかなり務化し

た(図 17)。また，勝化水槽内には，まだ12枚の癖化盆が残っていたo 2日後に標本卵をとったが，

その 3日後(2月 2日)には，全ての卵が既に癖化していた。これまで，人工採卵した本種の卵は，

非常に癖化しずらいことが指摘されてきた。このことについても，今回のような方式で卵を管理する

ことにより解決されたものと思う。

勝化率を算定した癖化盆は，発限率を調べた瞬化盆の 1つである(表 1)。全卵数が両者間で約千

粒の差ができた。これは，発限卵の全卵数を面積から概算したことと，解化後の卵殻がくずれ易いこ

とによる。比較的正縫に計数される死卵および未受精卵の量では，発限期の死卵と未受精卵の卵数が

表1.アイナメ卵の発限・解化成績

発限成績

勝化盆 白濁した 透明な未
全卵数

算定
勝化盆の材質

番 号 死卵数 受精卵数 発限率

1 5粒 1811粒 約 2，100粒 111 % ポリエチレン製網

2 37 1，048 約 8，0ω 86 グラスロン布地

3 59 517 約 3，100 82 ポリエチレン製網

解化卵数|全卵数 勝化盆の材質

2I  1，043粒 I 126粒|約 5，800粒|約九000粒 グラスロン布地

勝化盆 1， 2は請戸漁港市場採卵， 3は飼育魚からの採卵
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解化期の死卵数に近似であるo 発限後の幣死は，非常に少なかったものと考えられるo

大33で広告品;2T21?水ii;;ft:fiL1131kft:;3fdJ;;;;
:2LL;よみ;:L37111:Tff:L22;2t2誌をrZ222f:iJLi，

卵は，発生が進むにつれて代謝が活発になる(北海道水試， 1921 )が，発限後の卵はそれ以前よりも

よ: :官虫?計f?詰恕:主fう史詑?玄:ユ;二，f1と:;  2 : hゐ切加9卵附H附均
に1試叩1tr町; 6'τ1Z出;計?

L訟:2:;江T立:TT?2誌よ一一;解ふ;Lヒ伽間隙を流れ凶るアトキンス式のような止水状態となる部分ができな

い;ぷ:丘二三宮おらえのものであるo つまり， 1 i問団の卵のまわりの水が常

に交換するとともに，卵の表面が常に海水に洗われている状態になることを考慮したo 既に述べたよ

うに，卵の表面には付着物がほとんど見られなかったことからほぼ意図した状態に近い状態であっ

たものと思われる。 カゲノカツラおよびポリエチレン製網によく付着するが，グラス
鱗(I::盆の材質卵は，シュロ，ヒ

ロ;11:J;ぶ:?;::22Aih化山前述したように，卵の表面が非常にきれいであ

ることから，卵板あるいは卵塊の中を十分な量の海水が通っていたと思われるo これは，流量と関係

するが，解化盆内の流れの状態とも関係するo 水圧抵抗板によって海水が整流されるが，この他に網

tzz;122iT:コ足立午ごと立た;;こ多く(図15)，卵がれ海水

に当:LL;ttz:AZf;z;;f;:;ょ;;Lないこと，解化盆の面の利用度が高

いこと，水の利用効率が高いことからシュロやヒカゲノカツラより優れているo また，後者 B種は，

卵を分五させて付着させる作業がより難しく手数がかかる点で劣T。
，'/ _..ヤモの卵は， グラスロン布地(特に熱処理後のもの)1;:非常μよく付着することが報告されて

いる(大東・柴田， 1962)が，本種の卵は，全く付着性印なかったo しかし，この-ftc
層状に最もよく拡げることができtc.o ~れに対して，ポリエチレン製網は'目の大きさ;6'，j8

;;::;fit;:T:37L;ii(:L12;i;22;;32;;二;z;;;iff
つ;;512rf;::ii1371Zi;;ごいはそのままの海水を用いたものと差異が認め

られなかった。

要 約

fi益出?私立:JZJ1222if:?と;::ζJr附化試験的なつ

1・卵の性質および受精卵とその環境について述べ，特に，自然、海では，卵塊内の海水の交流がよ
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く，卵塊の内部の卵も常に海水で洗われる非常に好適な環境下にあると予想された0

2，卵の発生経過概要を記したO

3， 80%以上の癖化率を得た。旋回等の異常行動をとる稚仔は全く見られず，癖化状況は非常に良

好であった 0

4，卵のまわりの水が常に交換するとともに，卵の表面が常に海水に洗われているような状態であ

ったものと忠われるo このような方式は，本穫のような卵同志がくっつく沈性粘着卵においても，

サヶ・ 7 スの卵のように非常に有効であることが示された。

5，癖化盆の資材について検討したo また，グラスフ 7 イパー製の布地には卵の付着性が全く認め

られなかった。
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付図の 説 明

図 5a， b，水槽で産卵されたアイナメ卵とその横断面

卵塊は，内部に空洞のある多孔質の状態である。

図 6-¥l，卵の瞬化盆への収容状況と発限卵の状態

いず、れの解化盆の卵も卵膜表面は非常にきれいであったo

図 6， ポリエチレン製網の解化盆に収容した卵

" 図 7，
グラスロン布地の

図 8a， b，シュロの ? 
図¥la， b，ヒカゲノカツラの M 

図 10- 13，務化期卵の状態

図札 ぷリエチレン製網の解化盆にj収容した卵

図 11.

図 12，

グラスロン布地の

ジュロの

" 
" 

図 13， ヒカゲノカツラの グ

図 M ;;21:t?動きまわる原生動物が若干見られ叫卵膜表面には付着物はほとん出

れなかった。

図 15，解化をほぼ終了した解化盆の状態

非瞬化卵は，卵が密にくつついている所に今ぃ。

図 16，解出稚仔(受精後36日，全長9・0-9・1問 J

活発に遊泳し，旋回等の異常行動をとる稚仔は見られなかったo

図 17，瞬化水槽内に残っている卵が瞬化したために生じた泡
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